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平成２７年度 兵庫県立大学 生涯学習公開講座 

【私達の生活とナノテクノロジーの関わり】 

日 程: 平成２７年１０月９日 

受講者数: ５名 

会 場： イーグレ姫路 

講 師: 松井 真二 

ナノテクノロジーの歴史について説明すると共に、ナノメートルサイズについて説明を行った。続いて、

ナノテクノロジーの一般的な応用について述べた、その後、当研究室のナノテクノロジー成果である「集

束イオンビーム堆積法を用いた立体ナノ構造形成技術」について、作製原理から応用展開までの成果を

わかりやすく説明した。最後に、身近のナノテクノロジー応用として「ナノバブル」を紹介した。 

講座では、以下の内容について説明を行った。 

１．「ナノテクノロジー」の概要を説明 

・ナノテクノロジーとは 

・ナノテクノロジーの歴史 

・ナノメートルサイズについて 

・ナノテクノロジーの応用例 

２．「集束イオンビーム堆積法を用いた立体ナノ構造形成」の紹介 

・立体ナノ構造作製技術の原理を説明 

・作製した立体ナノ構造例を紹介 

・モルフォ蝶の神秘性を科学的に説明すると共に、りんぷん構造を構成している微細ナノ構造を立体ナ

ノ構造形成技術によって作製し、この擬似モルフォ構造が光の入射角度に関係なく青色に光ることを実

証した動画および光学測定結果により説明した。 

・バイオナノツールの作製方法および応用について説明した。 

植物細胞内の一つの葉緑体を取り出すことができるバイオツールの紹介を行うと共に、動画によりそ

の機能性について説明を行った。 

３．身近のナノテクノロジーについて紹介 

・最近良く使われている「消えるボールペン」の原理について説明を行った。 

・バイオミメチィクス（生態模倣技術）として、ハスの葉の撥水性、蛾の目の反射防止構造等を説明し、

それらの原理が身近な製品に応用されていることを説明した。 

・「ナノバイブル」が、魚の鮮度維持、湖水の浄化、病院等の殺菌に使用されていることを説明した。 

 


